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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年７月15日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしますのでお知ら
せします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 18,600 50 40 △99 △11.80

今回発表予想(B) 18,217 △84 △73 △268 △32.12

増減額(B-A) △383 △134 △113 △169

増減率(%) △2.1 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年5月期第2四半期）

20,266 110 111 △44 △5.31

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 38,500 360 300 60 7.15

今回発表予想(B) 36,200 △160 △170 △425 △50.87

増減額(B-A) △2,300 △520 △470 △485

増減率(%) △6.0 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成22年5月期）

39,057 206 238 104 12.47

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,400 90 100 32 3.81

今回発表予想(B) 5,368 129 137 70 8.48

増減額(B-A) △32 39 37 38

増減率(%) △0.6 43.3 37.0 118.8

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年5月期第2四半期）

5,424 132 137 107 12.78

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 10,900 290 290 144 17.16

今回発表予想(B) 10,400 150 160 73 8.77

増減額(B-A) △500 △140 △130 △71

増減率(%) △4.6 △48.3 △44.8 △49.3

（ご参考）前期実績 
（平成22年5月期）

10,791 255 281 221 26.44
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修正の理由 

１．連結業績予想の修正理由 
（１）第２四半期（累計） 
 家庭紙・日用雑貨事業において、平成21年春に発生した新型インフルエンザの流行以降に取扱いが拡大したマスク等の
衛生商品が、その後の需要低迷と市場価格の下落により収益性が低下したため、当第２四半期において、保有する在庫
の評価損１億42百万円を売上原価に計上いたします。これにより、主力の不織布事業では当初予想を上回る利益水準を
維持しているものの、前回発表予想と比べ営業利益および経常利益が減益となる見込みです。 
 なお家庭紙・日用雑貨事業においては、収益改善に向けて平成22年11月に再稼働した神奈川愛川センターを軸とした物
流拠点の統廃合を進めてまいります。それに伴い、当第２四半期において、固定資産除却損や減損損失等の事業構造改
善費用56百万円を特別損失に計上いたします。 
 また、社員の退職金制度の一部である適格退職年金を確定拠出年金に変更したことにより、退職給付制度改定損32百
万円を、当第２四半期において特別損失に計上いたします。 
 これらにより、前回発表予想と比べ四半期純利益が減益となる見込みです。 
 
（２）通期 
 通期では、上記第２四半期の修正理由に加え、不織布事業において、主要顧客であるエレクトロニクスメーカーの海外へ
の生産拠点シフト等による国内需要の落ち込みや、新規の大口需要家への製品供給が翌期にずれ込むことが見込まれ、
また家庭紙・日用雑貨事業においては、当初予想より家庭紙の販売価格の回復が遅れていることから、前回発表予想と比
べ売上高は減少し、営業利益、経常利益および当期純利益が減益となる見込みです。 
 
２．個別業績予想の修正理由 
（１）第２四半期（累計） 
 主力の不織布事業において、販売費の削減が進んだこと等により、前回発表予想と比べ営業利益、経常利益および四半
期純利益が増益となる見込みです。 
 
（２）通期 
 通期では、不織布事業において、主要顧客であるエレクトロニクスメーカーの海外への生産拠点シフト等による国内需要
の落ち込みや、新規の大口需要家への製品供給が翌期にずれ込むことが見込まれるため、前回発表予想と比べ売上高
は減少し、営業利益、経常利益および当期純利益が減益となる見込みです。 
 
※上記に記載した予想数値は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上
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